
「
福
祉

ふ
で
お
か

第
四
十
四
号
」
発
刊
に
あ
た
り

筆
岡
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

会
長

田
川

義
博

筆
岡
地
区
見
守
り
活
動
推
進
員
研
修
「
傾
聴
」
を
実
施

令
和
五
年
十
二
月
四
日
、
筆
岡
地
区
連
合
自
治
会
と
見
守
り
推
進

員
の
合
同
研
修
を
高
松
市
か
が
わ
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
を
訪
問
し
実
施
し
ま
し
た
。
施
設
内
「
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
に
お

い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
技
術
の
講
座
を
受
け
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
の
意
味
と
目
的
は
、
相
手
の
話
に
関
心
を
持
ち
、
共

感
を
示
し
な
が
ら

真
摯
な
姿
勢
で
「
聴
く
」
会
話
の
技
術
を
学
ぶ
こ

と
で
す
。
地
域
の
人
々
と
の
対
話
、
地
域
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を

深
め
る
た
め
に
も
重
要
な
ス
キ
ル
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

地
区
内
八
十
五
歳
以
上
長
寿
者
慰
問
記
念
品
贈
呈

令
和
五
年
十
二
月
初
旬
か
ら
地
区
内
の
八
十
五
歳
以
上
の
長
寿
者

の
お
宅
を
、
民
生
委
員
が
訪
問
し
ま
し
た
。
毎
年
恒
例
の
《
梅
干
し
》

を
持
参
し
、
無
事
に
年
を
越
せ
る
こ
と
の
喜
び
、
来
る
新
し
い
年
を

迎
え
ら
れ
る
こ
と
に
幸
せ
を
感
じ
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
善
通
寺
市
社
会
福
祉
大
会
（
令
和
五
年
十
一
月
十
日
開
催
）

で
の
受
賞
者

善
通
寺
市
社
会
福
祉
協
議
会
受
賞
者

社
会
福
祉
事
業
従
事
者

大
西

康
治
様

善
通
寺
市
保
護
司

（
弘
田
町
）

社
会
福
祉
事
業
奉
仕
者

宮
武

誠
様

筆
岡
地
区
社
協
役
員

（
中
村
町
）

善
通
寺
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状
受
賞
者

一
般
相
談
事
業
功
労
者

岩
本

仟
子
様

（
弘
田
町
）

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
（
結
成
二
十
年
）

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
「
一
の
会
」

阿
瀬
十
日
会

乾
む
つ
み

善
通
寺
市
共
同
募
金
委
員
会
会
長
感
謝
状
受
賞
者

大
平

義
則
様

（
中
村
町
）
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福
祉

ふ
で
お
か

い
つ
ま
で
も

お
元
気
で

仲
睦
ま
じ
く
お
過
ご
し

下
さ
い
。

令和６月５吉日

第４４号

筆岡地区社会福祉協議会

会長 田川 義博

自分らしく暮らし

共に生きる

何が一番

伝わりやすいか

実 技



           令和6年度筆岡地区見守り活動ネットワーク事業

                  担当民生委員及び筆岡地区見守り活動推進員名簿
         （順不同・敬称略）

担当民生委員 大平  千鶴子 担当民生委員 杉本  万由美
宮西上第一 横田 紀子 西  下  所

宮西上第二      島田 英夫 永       井 宮川 功司

宮西上第三 佐々木義生 東  下  所 伊賀 文泰

宮  西   下 大平千鶴子 東下所北 大西 文子

サンハイツ 大平千鶴子 東下所団地 西山 英次

担当民生委員 福本  恭生 担当民生委員 岩本  奈津子
      乾 我部山 卓 弘田下所上 大西 英和

新      湯 斎藤 啓司 弘田下所下 横田 武久

エヌハイツ 冨       頭 林    正博

大西住宅 西  冨  頭 谷本 有平

乾新団地

担当民生委員 大平  義則 担当民生委員 宮本  純代
宮  東  上 柳    正美 上      組 金森 卓志

宮  東  下 宮川 初美 阿      瀬 小川  透

買        免 斎藤 好明 川      東 杉峯  浩

島田団地

主任児童委員 宮川 澄子
主任児童委員

見
守
り
活
動
に
よ
る

感
謝
と
お
礼

筆
岡
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長

大
平

義
則

見
守
り
活
動
推
進
員
の
皆
様
方
に
は
、
常
日
頃
民
生
委
員
児
童
委
員
に
情

報
を
提
供
い
た
だ
き
ま
し
て
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
誠
に
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

見
守
り
活
動
を
発
足
さ
せ
た
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
を
筆
頭
に
、
共
に

私
た
ち
も
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

私
た
ち
の
活
動
で
見
落
と
し
て
い
る
こ
と
も
多
く
あ
り
、
い
た
だ
い
た
情

報
に
よ
り
訪
問
し
、
対
策
を
打
て
る
こ
と
も
沢
山
あ
り
、
高
齢
者
の
方
々
か

ら
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
感
謝
を
さ
れ
る
事
も
多
く
あ
り
ま
す
。
偏
に
、
皆
様

の
見
守
り
活
動
で
の
結
果
か
ら
生
ま
れ
た
事
で
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
社
会
の
中
、
皆
様
の
見
守
り
活
動
が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ご
無
理
を
申
し
上
げ
ま
す
が
、
今
後
と
も
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
存
じ
で
す
か
？
民
生
委
員
・
児
童
委
員

地
域
に
お
け
る
困
り
ご
と
の
つ
な
ぎ
役
で
す
。

守
秘
義
務
の
あ
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
の
身
近
な
相
談

相
手
で
す
。
誰
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
介
護
の
こ
と
や

子
育
て
の
こ
と
、
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
は
地
域
の
方
々
が
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
活
動
し
て

い
ま
す
。

探
し
て
く
だ
さ
い
！
民
生
委
員
・
児
童
委
員

私
た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
で
す
。
人
と

か
か
わ
る
こ
と
が
得
意
な
方
、
地
域
の
た
め
に
何
か
し
た
い
と
考
え

て
い
る
方
、
働
き
な
が
ら
活
動
を
し
て
い
る
方
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

現
在
筆
岡
地
区
で
は
主
任
児
童
委
員
が
一
名
欠
員
に
な
っ
て
い
ま
す
。

色
々
な
活
動
を
す
る
中
で
、
充
分
な
成
果
が
上
が
り
に
く
い
状
況
で

す
。
一
緒
に
活
動
を
し
て
下
さ
る
方
を
ど
な
た
か
ご
推
薦
い
た
だ
け

な
い
で
し
ょ
う
か
？
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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公
民
館
ま
つ
り
開
催
さ
れ
る

筆
岡
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長

大
平

一
行

令
和
五
年
十
二
月
九
日
（
土
）
十
日
（
日
）
第
四
十
五
回
公
民
館

ま
つ
り
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

両
日
、
幼
稚
園
児
・
小
学
校
児
童
の
書
・
絵
画
や
工
作
、
各
団
体

な
ど
か
ら
出
品
を
い
た
だ
き
、
い
づ
れ
劣
ら
ぬ
力
作
ぞ
ろ
い
の
作
品

に
多
く
の
家
族
連
れ
が
熱
心
に
に
観
賞
さ
れ
ま
し
た
。

体
育
館
で
は
各
作
品
展
示
に
加
え
「
芸
能
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
「
抽
選
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
屋
外
で
は

各
団
体
の
バ
ザ
ー
も
出
店
さ
れ

賑
わ
い
ま
し
た
。

十
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
岡
山
県
高
梁
市

成
羽
町
か
ら
「
成
美
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議

会
」
の
皆
さ
ん
を
九
連
の
獅
子
舞
で
お
迎
え
し
、

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
友
好
を
深
め
ま
し
た
。

最
後
に
福
投
げ
で
し
め
く
く
り
、
皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、
公
民

館
ま
つ
り
が
成
功
裏
で
終
え
ま
し
た
。

筆
岡
地
区
自
主
防
災
会
の
報
告

筆
岡
地
区
自
主
防
災
会

会
長

樋
口

伸
一

防
災
訓
練
を
実
施

令
和
五
年
十
一
月
十
一
日
（
土
）
に
自
治
会
・
小
学
校
の
合
同
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
三
六
八
名

防
災
講
演
会
の
実
施
予
定

令
和
六
年
十
月
十
九
日
（
土
）
に
イ
ン
フ
ラ
、
特
に
災
害
時
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
の
防
災
講
演
会
を
筆
岡
小
学
校
に
て
実
施
予

定
。
合
わ
せ
て
引
き
渡
し
訓
練
の
実
施
も
！
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全体説明後訓練開始バケツリレー訓練

新聞紙でスリッパ作成

骨
折
時
の
応
急
処
置

消防自動車の見学

給
水
タ
ン
ク
の
説
明

サロンの作品

サロンの活動報告

個人の作品も多数



食
生
活
改
善
推
進
員会

長

堀
井

純
子

食
改
は
今
年
度
も
左
記
の
活
動
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

①
生
活
習
慣
病
予
防
講
習
会

②
子
ど
も
の
食
育
教
室

③
男
性
料
理
講
習
会

④
食
文
化
伝
承
講
習
会

⑤
食
育
普
及
活
動

⑥
県
補
助
事
業

⑦
地
域
イ
ベ
ン
ト
交
流

多
く
の
筆
岡
地
区
の
方
々
に
参
加
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

今
年
一
月
に
は

能
登
半
島
地
震
が
起
こ
り
ま
し
た
。
自
然
災
害
・

非
常
時
に
も
活
用
で
き
る
「
パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン
グ
」
を
活
用
し
た
料

理
教
室
を
二
月
二
十
九
日
（
木
）
に
実
施
し
ま
し
た
。

昨
年
十
一
月
三
十
日
（
木
）

に
は
筆
岡
小
学
校
の
児
童
の

甲
山
寺
の
お
接
待
に
参
加
し

ま
し
た
。
郷
土
食
し
ょ
う
ゆ

豆
を
ま
ぜ
込
ん
だ
《
し
ょ
う

ゆ
豆
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
》
を

作
り
、
配
り
ま
し
た
。

「
ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ
」
に
、
み
ん
な
で
来
て
ね
！

健
康
推
進
員

会
長

主
任
児
童
委
員

宮
川

澄
子

「

筆
岡
ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ
」
は
、
平
成
二
十
六
年
に
誕
生
し
た
子
育
て

支
援
の
場
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
公
園
や
筆
岡
公
民
館
の
二
階
和
室

で
、
偶
数
月
の
第
四
土
曜
日
（
原
則
）
午
前
十
時
か
ら
十
一
時
過
ぎ

ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
や
民
生
委
員
・
健
康
推
進
員
な
ど
の
社
会
福
祉
員

が
、
ス
タ
ッ
フ
と
な
り
、
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。
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しょうゆ豆のパウン

ドケーキです。どうぞ

ラッピング

をして完成。

筆岡公民館にて ボランティア公園にて

「筆岡ひよこクラブ」開催予定 開催日・開催場所の変更もあります。

２０２４年 ６月２２日 第４土曜日 ボランティア公園にて

８月 ３日 第１土曜日 筆岡公民館にて

１０月２６日 第４土曜日 ボランティア公園にて
１２月 ７日 第１土曜日 筆岡公民館にて

２０２５年 ２月１５日 第３土曜日 筆岡公民館にて


